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No. 32 (1987) 

2,6・Diiodφ4帽Nitrophenolおよび 3,5-DiiodosalicylicAcid Lithium Salt 

のヒト白内障レンズタンパク質に与える影響

-In Vitroにおける影響一事

小林静子，加藤千佳，村上みどり料，桑原安治料

ヒト白内障レンズの皮質および核質の均一懸濁液に 2,6-diiod-4-nitrophenolおよび 3,5-di-

iodoslicylic acid lithium saltを添加すると，均一懸淘液の濁度が有意に減少した．この濁度の

減少は，可溶性画分のタンパク質量の増加と平行していた．上記試薬で処理したレンズ皮質懸J濁

液の上清画分をゲノレ炉過すると，低分子量のクリスタリン画分の上昇が認められた．とくに，

rL酌クリスタリンに相当する圃分が増加していた．

12. 5 mM 2,6-diiodo-4副 nitrophenolおよび 12.8 mM 3,5-diiodosalicylic acidをウサギに 1日

4回， 4週間点眼を続けてもレンズの Na+/K＋叩ATPase活性および KヘNa＋量にこれら試薬は

影響を与えなかった．

事 本報告はあたらしい眼科4(3) : 403～406 (1987）に発表．
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